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釈迦の前生諦の一つである燃燈仏授記説話が、クシャン朝下のガンダーラ文化閤 (Greater
② 

Gandhara)において大層好まれたことは、この地域出土の多数の浮彫彫刻によって知ること

ができる。一方、インド内部では、アジャンター後期石窟(5世紀頃)の諸作例(第19窟、 26

窟)、ムンパイ郊外のカンへーリ一石術(グブタ朝時代、第26瓶)、ナーランダー(パーラ朝時代、

7-1日:紀頃)に現存するのみで、その遺存数は極めて少ない。さらに、それらインド内部の作例

が、ガンダーラ文化閣の作例のUiIJ作年代(1 111:紀-4世紀頃)より後代であることから、本説，i古

はガンダーラで図像化されたとみることができる。

本説話は、前世の釈迦が当時の仏(過去仏)である燃燈仏 (Dipamkara)から記を授かると

いう内容から、釈迦の生涯を説く仏伝文献においてしばしばその始まりに配置される。さらに、
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連続する仏伝浮彫群の始点に配置されていたことがわかる作例が確認でき、仏伝文献にみられ

るような燃燈仏授記を重視する傾向が図像からも窺える。

一方、現アフガニスタンのジャラーラーバードを北西ヘカーフソレ河を上ったところにあるカ

ーブル周辺と、その北方の盆地一帯に佼置するカーピシ一地方の作例では、同じガンダーラ文

化聞に属するものの大きく表現を異にする点で従来注目を集めてきた。カーピシ一地方出土の

燃燈仏授記図のみ、説話的な仏伝図という枠組みから離れ、燃燈仏信仰を窺わせる燃燈仏礼拝

像とも言うべき形態をとる。

さらに、カーピシーの図像を精査し、文献と照合したところ、法蔵部所伝 r四分律』、 T仏本

行集経』 にのみみられる記述と合致する箇所が確認された。これは、カーピシ一地方の作例

と法蔵部との関係性を示す重要な資料として挙げられる。従来、ガンダーラ文化圏は説一切有

部との関連性が強調されてきたが、カーピシーでの燃燈仏授記図の制作に関していえば、法蔵

部との関連性を看過することはできない。そして、この 2つの法蔵部所伝文献では、釈迦成道

後、最初の優婆塞になる二商人に対して釈迦自身が燃燈仏授記を説くという、他の文献にはみ

られない興味深い仏伝の伝承形式が確立している。

よって本稿では、法蔵部所伝とされる『四分律』、 r仏本行集経』にみられる燃燈仏授記説話

が、釈迎成道後の「二帰依の商人」という物語中に挿入されていることに着目しつつ、ガンダ

ーラ文化圏、特にカーピシ一地方の作例について考察を行う。本研究により、カーピシ一地方

特有の図像様式と法蔵部との関連性の解明を目指す。

1.ガンダーラ文化園出土例の諸問題

1-l.作例の分布とパキスタン出土例の様式的特徴

本章では、ガンダーラ文化閤それぞれの地域の作例を確認する。ガンダーラ文化園出土の燃

燈仏授記図は、筆者が未見の26例を合め、 92例を確認している。その内訳は、以下の{表 1] 

に記載した通りであり、ガンダーラ文化聞に広く受容、制作されていたことがわかる。収集し

た作例には No.を付し地方別に整理を行った。以降、本稿では、出土地及ぴNo.でそれぞれの作

例を呼ぶこととする(文末掲載[表2]参照)。
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[表 1]ガンダーラ文化閤m土燃燈仏授記図地方別集計表

由主地労¥(合計)、
噌

遺跡名;(，市北数" 衆品(由主数}:

ガンダーラ地方 (23) サーリ・ノfロール(1)、シクリ (3)、 サーリ・パロール (2)、タフティ・

ジャマール・ガリー (2)、タフティ・ パーイ (5)、ローリヤーン・タンガ

ノfーイ (3)、ラニガト(1)、スワピ イ (3)

(1)、チャルサダ(1)、ナートゥ(1)

スワート1也方(12) プトカラ 1(6)、ノfーンル(1)、スワ ユースフザイ(1)、ナーワガイ(1)

ート近郊 (3)

ナガラハーラ地方 (2) ハッダ (2)

カーピシ一地方(13) カーブル近郊(1)、ショトラク (6)、 ショトラク(1)

カーピシ一地方(1)、パーパー・ワリ

(1)、ハム・ザルガール (3)

その他 (2) ブネール近郊 (1)、ディール近郊(1)

出土地不詳 (38) (25) (13) 

立{象 (2) スワート地方 (1)、タルベラ(1)

総計92例 66 (91j 26(9lj 

まず、燃燈仏授記説話の内容を確認しておきたい。管見の限り、燃熔仏授記説話を物語る主

要な文献としては20ほどが知られるが、それらの記述を確認すると、おおよそ次のような骨子

が共通している。
③ ④  

釈迦が過去111:においてバラモン青年(以下、メーガ <Megha>)であった時、燃燈仏 (Dipamkara)

が世間に出現する。それを聞いた背年は仏を供養したいと思い、①女性(以下、プラクリティ

〈Pr紘riti>)から花を購入する(購華)。そして、出現した仏に近づき②散華供養を行う(散

華)。メーガが投げかけた事は落下せず仏の頭上に情まる。その後、仏の前に泥水が溜まって

いることに気づいたメーガは、③自らの髪を解き泥水の上に敷{ (布髪)。その行為をみた仏

はメーガを表め称え、「あなたは将来必ず仏となるであろう」と記を授ける。その言葉を聞い

た青年は歓喜し、④空中に飛捌し仏に対して合掌礼持をしたり手遊)。

ガンダーラ文化閤から出土している作例にお

いても、以上の場而は重要な要素となっている。

一例として、ラホール博物館所蔵である、ガン

ダーラ地方のシクリ <Sikri>出土例 (No.2、図

1 )を取り上げてその像容を確認しよう。本図

はストゥーパの胴部を節liっていたとみられる一

連の仏伝図の一つであり、 l画面i向かつて左側に

図1.シクリ出土 [No.2]
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プラクリティから華を貿うメーガの姿が見られる。城門前に立ち、右手に 5本の蓮の華を持つ

プラクリティと、その横に左手に水瓶、右手に財布を持つメーガ(一部欠損しており判別が困難

のため、もしくはプラクリティが財布を持つ)が表される。そして、画面中央向かつてやや右よ

りに他の人物より大きく燃燈仏が配され、その前方に、右手を挙げ今まさに散華しようとする

メーガの姿が表現される。欠損してしまっているが、類例から判断するに恐らく右手には華が

揺られていたのであろう。散華された 5本の華は燃燈仏の眼光に沿って空中に留まっている。

燃燈仏の足下に平伏し、髪を敷くメーガはl画面中央下部に表される。そして、燃燈仏より記を

授かったメーガが空中に飛朔し合掌する様子が画面中央上部に捕かれる。

このようにガンダーラ文化閤出土の本図は、異なった時間jの場面を同じ図に表す、いわゆる

異時間図形式をとり、基本的に①~④、または①~③の場面を表す。ガンダーラ地方の燃燈仏

授記凶制作の背景には既に、前述した①~④の説話の骨子が存在していたことが読み取れる。

ガンダーラ文化園出土の仏伝図は、基本的にストゥーパ(小型の奉献捺を合む)を装飾して

いたとされるが、本構図においてもストゥーパの各部位に設置されていたことが明らかな例は

存在する。ガンダーラ地方では、本説話図は仏伝の一場面として制作され、連続式仏伝図にお

いて、「托JJ台霊夢」と隣合わせに表現される作例も知られることから、「仏伝の始まり」として
⑤ 

の役割を担っていたことが美術の上からも確認できる。

さらに、ガンダーラ地方の北方の盆地一帯に位置するスワート地方では、ガンダーラ地方と

図像様式的にはそれ程大きな迷いのない作例が出土している。スワート地方での燃燈仏授記図

の主な出土遺跡としては、 1956年から1962年にかけて、イタリアの調査隊によって発掘された、

当地域の最大規模を誇る仏教寺院祉であるブトカラ 1<Butkara 1>遺跡が挙げられる。 B.C.
⑥ 

3世紀から A.D.10世紀という長期間活動していたことが報告されている。この地域において、

サイドゥ・シャリフ 1<Saidu Sharif 1>、パーンル <Panr>と並んで数少ない考古学的発掘が

行われた遺跡であり、ガンダーラ美術様式の年代観を考察する上で重要な遺跡となる。紙幅の

関係上、ガンダーラ文化閤における燃燈仏授記図の美術様式的変遷の詳細は別稿をもって論じ
⑦ 

ることとしたい。プトカラ I逃跡からは燃燈仏授記図が6例出土しており、当地域においても、

本図が一定の関心対象にあったことが窺える。

1-2.アフガニスタン出土例の様式的特徴

ここまで、現パキスタン領にあたるガンダーラ地方、スワート地方出土の作例の様式的特徴

を概観したが、次に、現アフガニスタンに位置するナガラハーラ地方、カーピシ一地方の作例

を見ていこう。
⑧ 

ナガラハーラ地方は、燃燈仏がメーガに記を授けた地、いわゆる本生処として、法顕 r高{曽
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法顕伝J (以下 r法顕伝ム玄奨『大唐西域記.n (以下 r西域むなどの旅行記に伝承されてい2。

『高僧法顕伝J (T51， No.2085， p. 858c26-c28) 

従此北行一曲延到司1>掲園城。是菩薩本以銀銭貿五議事供養定光刊I}慮。

『大唐西域記.D(T51， No.2087， p.878b26-c20) 

至那掲羅易圏(中略)城東二旦有翠堵i皮。高三百除尺無憂王之所建也。編石特起案1)雌奇製。

稗迦菩薩値然燈仰、敷鹿皮衣布髪掩泥得受記慮。(中略)其束不遠有翠堵r?皮。是稗迦菩薩:

昔値然燈悌、於此買華。

『法顕伝』に伝えられることから、遅くとも

A.D.4世紀頃には本生処としてナガラハーラ

地方が設定されていたことが確認される(定方

[1970] : p. 95)。しかし、ナガラハーラ地方出

土の作例は管見の限りハッダ <Hadda>出土
⑬ 

の2例に留まり、様式的に両作例ともガンダー

ラ地方の構図をそのまま受容し、そこから大き

な発展は無かったようである(図 2)。本生処
凶2.ハッダm土 [No.24]

としてナガラハーラ地方が設定された時期と、当地において本図が制作されていた時期の前後

関係は判断しかねるが、図像を見る限りは、形式化したガンダーラ地方の燃僚仏授記図をその

まま受存したといえ、さらには特別な発展も遂げず、あまり普及もしなかったようである。

一方で、ナズfラハーラ地方から北西へカーフソレiiiJを上ったところにあるカーピシ一地方では、

燃燈仏授記図は特異な発展を遂げ、燃燈仏の礼拝像といえる新たな形態を確立した。カーピシ
⑪ 

一地方出土の作例は、本稿では未見である 1例(ショトラク出土)を合め、 13例を一覧に取り
⑫ 

上げた。これらはカーピシ一様式ともいわれ、正而性が強く、鈍重な体躯に焔肩を持ち、仏の

威厳性、神秘性が強調された姿といえる(宮治 [2010]: pp.94-95)。一見すると、説話性の強

い他の 3つの地方との関連性が薄い様に見受けられるが、 No.33(カービシー近郊出土、図 3)の

様に①購華・②散華・③布髪・④浮遊の 4つの場面を有し、いわゆる異時同図形式をとる点は

共有されている。

No.33の作例は、火焔文により縁取られた大きな桁円形光背を持ち、その中央に焔肩を持つ燃

燈仏が一際大きく配置される。画面r~ÎJかつて右の下部には、右手に事を持つプラクリティと、

右手に水瓶、左手に財布を持つメーガによる購帯の場面が表現される。向かつて左の下部には、

右手に華、左手に水瓶を持つメーガによる散曜の場面、さらにその足下には、地面に鹿皮を敷
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き、布髪するメーガの姿が見られる。商l面左上部には、

左膝を立て、右膝を折り合掌するメーガ(党天とのダ

ブルイメージ)により浮遊の場面が表される。それに

対応するように、右の上部には、左手にヴアジュラを
⑬ 

待つ帝釈天が描かれる。燃焼仏の頭上には、散華され

た華が5本、光背に沿って空中に留まっている。ただ

し、①購事・②散華・③布髪・④浮遊の 4つの場商を

有するとはいえ、これらの場面は燃燈仏の身体より半

分以下の大きさで描かれるなど、他の地方でみられた

説話性に富んだ本図とは異なり、それぞれの場面が燃

燈仏を表すモチーフであるかのように表現されている。

No.33の他に、当地においでほぼ完全な状態で残存する

作例はNo.26、No.27、No.34の3例であり、 No.26、No.34は

購華の場面を欠知するが、様式的にみてカーピシ一地

方ではNo.33の様な燃燈仏の礼拝像的作例が一般化して

いたのであろう。

図3.カーピシー近郊出土 [No.33]

さらに、カーピシ一地方の構図が、インド内部や後述する中国、特に雲尚石窟の作例に影響

を与えたことは明らかである。カーピシーは、燃燈仏授記説話の図像的・思想的変化が確認出

来うる地として注視されるのみならず、他地域への図像ないしは説話の伝播を考える上でも非

常に重要な地域であると言える。

2.文献にみる燃燈仏授記説話

2-1.燃燈仏授記説話に関する文献

燃燈仏に関する文献については、田賀 [1974Jが、原始経典および大乗経典数経を挙げ、さ
⑪ 

らに燃燈仏物語を本生、出生・成道、授記の 3つの要素に分け、各文献のそれぞれの要素の有
@ 

無を図示している。それをもとに、燃燈仏授記説話について記述のみられる文献をピックアッ

プし、さらに、ガンダーラ文化閤出土の燃燈仏授記図にみられる主要場面の有無に関しても図

式化すると、以下のようになZ。

場而①:娘から事を貿うメーガ(購事) 場面②:燃燈仏に散華するメーガ(散華)

場面③:燃燈仏の足元に伏すメーガ(布髪)場面④:空中浮遊し合掌するメーガ(浮遊)

(※場面が上記の順番で記述されていればO、異なればその通りの番号をOの中に記す。)
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孟--------下ゴT①聴事 @散帯 @布髪 @平遊

A抑:tlana 。 。
----------------J面白kaNidtJ.nakathtl 又ベ

-------
。

--------MahatJQS，伽 。 。 。 。
Du伊'll1JatJ伽a 。 。 。 。
F修行ヰ起経』 。 。 。 。
r申本超能J: -------------------------------r太子瑞勝本起経iI' ① ② ④ ③ 

『大度集経:.or.七十三然燈授決経J

--------------------------------r六度染経JrA十ず守備童受決経J ① ② ④ ③ 

r生経Jn備説磐鳴誕第五十五l

--------
~ 

----------------r異島署隆本超魅s 。 。 。 。
T増{阿合経』帯築オト→ 。 。 。

--------t増ー阿曜を経1I.~帯第五十A 二ξ 。 。
--------F噌一隅合経z巻望書四砕 ミベJ二

----------------r四分棒』 。 。 。 。
r菩瞳処H能量』

--------
¥、----

----------------rイ五本行経』 。 。 。 。
r過去現在:悶果経』 。 。 。 。
F大法鼓秘

--------------------------------F大悲魁』

--------
。 。 。

r仏本行集経』 。 。 。 。
r大乗本生側蜘経』

--------
-----、¥、 。

ミミ『未管有正法経』 ，、、、、、、、¥¥、---- 。

燃燈仏授記説話について述べる文献を概観すると、燃焔仏授記が過去に行われた事実、また

は燃燈仏授記が行われた過去よりさらに過去世において、燃燈仏授記が未来において行われる

という予言を述べるのみで、その詳細は語られない文献も多い。そのため、ガンダーラ文化|割

出土の作例にみられる主要場面に対応する記述を有さない文献もあり、それらは直接には図像

との照合対象とはならないが、他の文献との相互の関連性、類似性を考えるにあたっては一つ

の手がかりとなる。
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次節では、図像との照合対象として絞られたこれらの文献中で、ガンダーラ文化圏でも流布

していた蓋然性が高く、後述する現アフガニスタンのカーピシ一地方の作例と対応する記述を

有する法j綾部所伝『四分律』、 r仏本行集経』を取り上げ、これらの性格及ぴ、ガンダーラ文化

闘での流布の可能性について言及する。

2-2. r四分f4!J、r仏本行集経』の関連性と流布地域

法j議部所伝である rrrn分律」は、 A.D.410-412に尉賓(ガンダーラ)出身の仏陀耶舎により

訳出された律蔵であることから、ガンダーラ文化圏で本書:が流布していたものであることは想

像に難しくない。赤沼 [1925]は、 r四分律』と陪代に訳出された『仏本行集経』の関連性に

ついて以下のように述べる。

燃燈仏授記において『仏本行集経』と『四分律』は、最も整った形を有し、全く同じ物語

といえ、 r~日分律』のものは簡単であり、『仏本行集経』のものは複雑かつ長い。この両書

はともに法蔵部に属するものだが、『仏本行集経』はその後にこの物語が迦葉遣部の説で

あることを記している。よって、他律蔵の中では燃燈仏授記が記されないことからも、

r四分律』は F仏本行集経』からこの物語を転用したとする。仏伝は律蔵を通して発展し

た原則から外れてはいるが、第一に律蔵において、 r四分律』に記されたものは r十調律』

に記されるのが普通であるがそれがない。第二に燃燈仏授記が r四分律』においては、仏

伝書としてあるべき所になく、毛援で卑しめではならないという事例に出した迄であるこ

と、第三に、後に仏伝書から資料を採用したと思われる節があることから考えて、 r四分

律』の燃燈仏授記は、『仏本行集経』から転用し20
さらに間質 [1974] も、『仏本行集経』、 Mv.等の智願にみられる下化衆生の面を合まない、

つまり誓願を重視する点において、これら雨経の燃燈仏授記よりも早く、 r四分律」の燃燈仏

授記が成立したとする(田賀 [1974]: p.160)。

近年、法蔵部所伝文献に記される燃燈仏授記説話の伝来形態の意図を、阿部派の在家信者と

仏熔との関連性により解明しようと試みた天野 [2012a]は、

法蔵部には、既に別の文献において燃燈仏授記が存在し、それを r四分律』が引用し、釈

尊の髪が過去il上より多くの人に畏敬、供養されてきたことを示す意図をもって二商人の帰

依の物語に組み込み、現在の形となった。以上の次第をもって r四分律.!Ir受戒健度J に

おける燃燈仏授記が編纂されたものと考えられZ。
と、述べている。以上、 r四分律』の燃燈仏授記説話が『仏本行集経』の転用とまでは特定

できないにしろ、その近似性から、 F仏本行集経』の燃燈仏授記説話と法蔵部との強い関係性

を鋭い知ることができる。
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法蔵部の影響がガンダーラ文化閤に及んでいたことは考古資料によっても裏付けられる。現

在のアフガニスタン(ハツダか)より出土した、大英図書館所蔵のカローシュティ一文字で弐:

かれた仏教写本は、 j去蔵部への寄進で・ある旨を銘に記した査に納められていたことから、法J哉
⑪ 

部の影響が、この地域へ及んでいだことが示される。また静谷 [1978J も、法蔵部がガンダー

ラ地方のジャマール・ガリー遺跡に存在していたことが、当遺跡出土の)'..岩戸I石安IJ文により承

認されるとすZ。以下にその銘文 (Kha時 hi) と塚本 [1996Jによる和訳を記載す2。

sarp 1 1 1 100 20 20 10 4 4 1 aspai[uJsa paclharpmarpmi ~avaena Poda[ena saJ 

haehi pida[pu] [trehiJ 

[uJ cli1iakehi i [s] e 'rane pretha vide ghamaute[oke1 parigrahe sarvasa [panaJ [/J 

359年、 Asvayuj月の第 1日に、 )!i問PodakaはUcliliaka家の仲間・父と息子と共に、

この苑林において、法に専心する住処を一切衆生の所領として (or Dhamauteya <Dhar-

magupteya法蔵部〉の所領として、一切衆生の〔供養のために))建立せしめた。

下線部の解釈には二通りあり、 sKnow [mdの解説によれば伽mauteoke 蜘 dha-
@ 

rmayuktaりokal].)となり「法に専心する住処」となるが、 H.LUdersはKnowが dhamaute

okaと解釈した部分を dhamaute[aQaJ (Skt. Dharmagupteyanam)に修正し、さらに sarvasa

[panaJの後に、他のカローシュティ一文字銘文にみられる puyaeという訴があったとして、

「法蔵部の所領として、一切衆生への供養のために。」と解釈した。 LUdersの解釈について前F

谷 [1978J も以下のように述べる。

「一切衆生の所領」というような表現は他の銘文には全く見られないし、また Knowが考

えた dharmayuktaQ.okaQ.も同様である。これに対して「所領J (parigraha)の語はしば

しば部派名と共に現れる。したがって、 LUdersの提言は極めて可能性が高いのである。

以上の銘文を踏まえると、法J底部が、ガンダーラ文化聞、とりわけガンダーラ地方のジャマ

ール・ガリー遺跡に所在していた可能性があることが確認され、彼らが伝持した『四分手ttJ、

~ïム本行集経』もガンダーラ文化聞との関連性が強いものと考えられる。

以上のことから、 r~写l分律』、『仏本行集経」が、それらを伝持する法j綾部の存在によって、

クシャン朝下のガンダーラ文化問において流布していた藩.然性が向く、燃焼仏授記図の典拠と

なった文献のーっとして照合対象となりうることが確認された。

また玄笑は r大!者凶域記」巻第二・烏伎那図 (Udyana、現在のパキスタン北西部のスワート地

方)において、「律儀i専訓有五部:~;;。一法街告IS、二化地部、三飲光部、四説一切有部、五大衆
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@ 

部。J (T51. No.2087. p. 882. b20-21)と、述べている。これは、法蔵部がクシャン朝時代のガン

ダーラ文化閤において、律を伝持し、教団として存在していたことが窺える重要な証拠資料の

一つである。

3.法蔵部と燃燈仏授記図の伝播との関わり

3-1.カーピシ一地方出土例と法蔵部所伝文献の照合

これまでに述べたように、ガンダーラ文化圏内部、とりわけ

ガンダーラ地方では、燃燈仏授記図は仏伝の一場面としての性

格が強¥，'0ストゥーパの円胴部を飾っていたと考えられる述絞

式仏伝図において、「燃燈仏授記」図に続き「托胎霊夢J図が

配置されている作例が知られることからも、燃燈仏授記は「仏

伝の始まり」としての役割lを担っていたことがわかる。ガンダ

ーラ地方、スワート地方、ナガラハーラ地方出土の作例をみる

と、他の登場人物よりやや大きめに表されてはいるが、燃燈仏

は多くの場合メーガの方を見つめ、あくまでも物語の一場面と

して描かれていたことがわかる。
@ 

一方、カーピシ一地方出土の燃燈仏授記図の作例は、同じガ

ンダーラ文化圏に属しながらも、かなり独自性の強い表現であ

ることが注目を集めてきた。カーピシ一地方では、仏伝図の一

図4.ショトラク出土 [No.27]

部というよりも、燃燈仏授記の場面のみを単独で表した大型の作例が多数確認されている。こ

れらは画面中央で燃燈仏が正面観で表された礼拝像的性格が強いもので、当地方における燃燈

仏への強い信仰を想起させる。カーピシ一地方出土例では、先述したNo.33を合め、 3つの作例

がほぽ完全な状態で出土しており、当地方の燃燈仏授記図の全体像を知る上で重要になる。

No.27 ショトラク出土 片岩 h.83.5cm 3 -5世紀 カーブル博物館(図 4) 

No.33 カーピシー近郊出土 片岩 h.69.3叩 3-5世紀 ミホ・ミュージアム(図 3) 

No.34 パーパー・ワリ出土(メセ・アイナク遺跡群) 片岩(彩色、金箔) h. 41cm w. 25cm 

3-5世紀 アフガニスタン国立博物館(図 5) 

興味深いことに、燃燈仏は中央に大きく正面観で表されており、単独の礼拝像的な表現とな

っている。ガンダーラ文化圏内の他の地方では物語の一場面として表されていた本説話図が、

カーピシ一地方においては単独の尊像となり、礼拝対象として特に注目されていることが窺え
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る。

既に第 1章第 4節において、これらカーピシ一地方出土の作例の図像的特徴は確認したが、

本節でさらに考察を加えたいのは、この地方の作例に兄られる、メーガにより散華され、燃燈

仏の頭上lこ留まっている撃の表現である。この 3f9~の散華された事の表現に着目すると、すべ

てにおいて茎が上を向き、花弁が下を向くという、他のガンダーラ文化閤の作例にはみられな

い統一された特徴を有している。一見、形式化した華の表現ともうけとれるが、 j去蔵部所伝

r四分律』、『仏本行集経』には散華の場面に以下のような記述がみられる。

r四分律』巻第三十一 (T22.No.1428. p.785 b08-11) 

11寺摩納進見如来、心中歓喜、即以七草花、散定光如来上。骨I~以戚神、即於空中化作花蓋。

成十二由旬、輩在上薬在下。香気芥複普麗其閥、無不周遍視之無服。

iiム本行集経，.g(T3.No.190.p.667 b16-20) 

;降此七輩優鉢総花、散於悌上。(中略)所散之華、住虚空中。花業向下、花輩向上、常仰

頂上成於華輩、随{部行住。

散華された華についてのこのように詳細な解説は、同経にのみみられる記述であり、他の文

献にはみられないものである。 f[!1分律』では散華された花が空中で花蓋となるというが、燃

燈仏に向かつて華が聞くように、茎はJ:tこ、花弁が下向きに

なったと記している。カーピシ一地方出土の 3例は、この両

経にみられる散華の表現と一致している。

ただし、両経のそれぞれの訳出年代は、 q四分律』がA.D.

408-412年頃、『仏本行集経』はさらに下る A.D.587-592年

頃のため、既にカーピシ一地方においては燃燈仏授記図が制

作されている蓋然性が高いが、当地方出土の本図の華の表現

が文献から引用されたものであるのか、または、先に図像化

されていた表現を文献が引用したかは定かではない。しかし、

ガンダーラ文化圏の他の地方の散曜の場面を今一度確認すれ

ば、ガンダーラ地方は散華された事の表現が統一化されてい

ないが、そのなかでタフティ・パーイ出土であるNo.7のみ、

力一ピシ一地方と同様に、茎が上を向き、花弁が下を向いた

表現がとられている。 No.7に見られる散-草-された事の表現は、

図5.ノfーパー・ワ 1)mこL:

[No.34] 
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他のガンダーラ地方出土例、または出土地不詳例にも見られないことから、当地方ではあまり

受容されなかったようである。だが、少なくともカーピシ一地方出土例に見られる下向きの事

の表現が、ガンダーラ地方で既に表現されていた可能性がある。

3-2.法蔵部所伝文献の伝える燃燈仏授記説話の特徴

燃燈仏に散華された事の下向きの花弁表現のみならず、カーピシ一地方に特・徴的な単独の礼

拝{象的性格も、法蔵部所伝文献である r四分律』、 r仏本行集経』にみられる燃燈仏授記説話の

位置づけと関連するように忠われる。

法j底部所伝文献の伝える燃燈仏授記説話は、仏伝の始まりではなく、釈迦成道後の「二帰依

の商人」という物語中に挿入されているのである。

先述したように、燃燈仏授記説話・は、釈迦が過去世でバラモン青年であった時、当時の仏で
@ 

ある燃燈仏から将来釈迦仏となることを授記されるという内容から、以下の表に挙げられるよ
@ 

うに、釈迦の生涯を叙述したいわゆる仏伝文献の多くは燃焼仏授記をその始まりに置しこの

点、ガンダーラ地方出土の作例は、連続する仏伝浮彫群の始点に配置されていた作例が多数確

認できることと対応していると考えられる。

詰----史 由説aLR 時h民$館3¥主 町油陣m回蛸 也. 帥蹄 鈍昆 成道 岡崎 主子翼@通由民 egaa立， 締包 親 信.)..抱S鱒E 分@利 maawa z 

嶋崎咽由a 。。。 @ @ 。 @ 。 @ 。。。 。
館時事担鑓 @ @ @ @ @ 。。 @ @ 

iMWlW踊 @ 。。 @ 。。。 @ 。 @ 。
S舟ct @ @ 。 @ @ @ @ @ 

f仏 窓局- 。。 。。 @ @ @ @ 。 @ 。 @ 。 @ 

同幽脳岡崎帽 @ 。。 @ @ 。。。 @ @ 。。。
降予fII'l>損益星 @ @ 。 @ @ 。 @ @ 。 @ 。
韓示

。 @ 。 @ @ @ @ @ @ @ 。 。 @ @ @ 。
@ @ 。 @ @ @ 。 @ 。

しかし、法蔵部所伝 r四分律』、『仏本行集経』では、成道後に最初の優婆塞になる二商人に

対して釈迦自身が燃燈仏授記説話を説く形で挿入される。カーピシ一地方において仏伝の起点

としての表現をはなれ、単独の礼持像形式をとることとなった燃燈仏授記図の背景として、こ

れら法蔵部特有の伝承形式が関わるとみることはできないであろうか。

「二帰依の商人」説話といえば、釈迦成道後、未だ弟子、僧団ともに存在しない中で、二人
@ 

の商人が仏と法に帰依(二帰依)し最初の優婆塞となるもので、仏教と在家信者の関わりを考
@ 

える上で非常に示唆に富む物語である。『四分律』巻第三十一・受戒健皮に説かれる「二帰依

の商人J 説話の概略は以下の通りである。

@ 

「二帰依の商人J r四分律』巻第三十一・受戒鍵度 (T22，No.1428， pp. 781cl2-785c 27) 

釈迦が悟りに達し、その後七日間何も口にしていないと聞き、通りがかった二人の商人がプ
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ッダに食べ物を提供した。しかし、釈迦は食べ物を受け取るための棋を持っていなかった。す

ると四天王がそれを知り、釈迦に鉢を提供した。その鉢で食べ物を受け取った釈迦は二人の商

人を祝福し、仏と法に帰依することを勧め(二帰依)、かれらはそれに応じ、最初の在家信者

となった。

その後、二人の商人が釈迦の元を離れる際、自分たちはこれから何に対して礼敬供設するべ

きなのかと釈迦に尋ねた。すると釈迦は自らの髪と爪を与え、これらを礼敬供養し福を得なさ

い、と答えた。しかし二人の商人は、これら(髪と爪)は世間では卑しいものとされているた

め、なぜ釈迦がこれらを供養するべきというのか理解できず、その旨を釈迦に尋ねた。すると

釈迦はここで、仏の髪と爪の供養とその功徳を説くため、種々の神々が仏の髪、爪を供養して

きたこととともに、燃燈仏授記説話を説く。

商人たちは、菩薩道を学ぴ仏の髪、爪を供養する者は必ず無上道を成ずることを知り、釈迦

の元から去っていった。

このように、『四分f:f!.n、または同じ法蔵部所伝とされる『仏本行集経』において、燃機仏授

記説話は「二帰依の商人」の物語中に掃入され、在家信者であっても菩薩道を学び、仏の爪、

髪を供養する者は無上道を得る (r買人常知、事菩薩道、 tfE供養爪髪者必成無上道J) ということ

への説明となっている。このことは、 r四分律』、『仏本行集経』において、「二帰依の商人」中

に挿入される本説話が、在家信者にとって、大層重要な説話であったことを示している。

カーピシ一地方特有の造形は、在家信者(商人)が主人公として登場する「二帰依の商人」

説話の因縁としての、法蔵部が伝える燃燈仏授記説話によって読み解くことが可能ではないだ

ろうか。そもそも図像の伝播には、在家信者、特に大陸を横断する商人は欠かせず、さらに、

どの部派の教団運営も、商人などの脊進に依るところが大きかったであろう。このことは、イ

ンド、およびガンダーラ文化聞で出土する、寄進銘文付きの図像や査などから硲認できる。

以上のように、カーピシ一地方出土の 3例の礼拝像的な性格と図像的特徴は、関係する文献

のなかでも、法j畿部所伝 r~1分律』、『仏本行集経』にのみ存在する記述と対応するものと考え

る。

この点は今後さらに追及すべき問題ではあるが、次節では、燃燈仏授記図とは・蔵部の結ぴつ

きが他地域に伝播した例として、中国初期の仏伝美術にみられる燃燈仏授記図を取り上げて関

連性を考察しておきたい。

3-3.カーピシ一地方出土例と雲:尚石痛の諸作例の関辿性

パキスタンで初めて制作された燃燈仏授記図が、ナガラハーラ地方を経由し、カーピシ一地
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方へ伝播したことは様式的に見て疑いの余地はない。しかし、ガンダーラ文化固からさらに他

の地域への伝播、あるいは燃燈仏授記図がそれぞれの地域でどのように受容されたかを考察す

ることで、本図の展開がさらに明確なものとなる。

中国初期の仏教美術研究では、ガンダーラ美術、なかでもカーピシ一地方との造形活動上の
@ 

関連性が指摘されている。燃燈仏授記の図像においても例外ではなく、安田 [1981Jではカー

ピシ一地方出土と雲閥石窟の諸作例との関連性が指摘され、中国・南北朝時代の本生・仏伝美

術の様相を論じた李静傑 [2000Jによって、燃燈仏授記図についても作例を挙げながら制作の

背景について考察がなされている。

これらによれば、中国において燃燈仏授記図が造形化され始めたのは北貌中期頃とされ、現

存する作例で最も時代が遡れるものは、北貌和平二年 (A.D.461)に制作された、侠西省西安
@ 

王家蒼出土の釈迦坐像の背面に描かれた作例である。正面に釈迦とみられる大きな光背を持つ

禅定仏が表現され、その背面に下からスダーナ太子本生、燃燈仏授記、釈迦誕生前後の仏伝場

而、そして弥勅菩薩が描かれる。類例として、皇興五年 (A.D.471)に制作された陳西省興平
@ 

県出土の交脚弥勅菩薩像の光背背而に描かれた作例が挙げられる。

これら 2例に共通することは、どちらも中国の中原地方での制作で、典拠として r修行本起

経』、『太子瑞応本起経』が考えられること、全体としては三世仏を意図した構成となっている

ことである。さらに、陳西省奥平県出土の交脚弥勅菩藤像には銘文が彫られており、それによ

ると、寄進者の祖先が功徳を積んだことが記され、現在世において寄進者が仏像を作り、この

因縁によって親族などを弥勅に会わせたい、または神通力を得たいという願文が記されていE。
これについて李は、「寄進者が儒童菩薩(前世の釈迦)の普・行を真似て普根を植えるために仏像

を作って、その功徳によって未来に成仏せんことが暗示される。J (李 [2000]: p. 27)とする。

この銘文の内容から、燃燈仏授記説話は、仏像造像の功徳に重ね合わされており、ここでは、

燃燈仏授記信仰が、仏像造像によりメーガのように記を授かりたいという在家信者の成仏への

願望と結ぴついていることが確認できる。

李 [2000Jは、北貌中期に中原地方で成立した表現としてこの 2例を挙げ、さらにその後、
@ 

北貌中期の西方影響をもとにした表現として雲尚石窟の諸作例を挙げる。書簡石窟にみられる
@ 

燃燈仏授記図としては以下の12例が報告されている。

①第 5窟明窓束壁北、②第 5A窟南壁下層束、③第 5B窟南壁下層西、④第 7窟前室

東壁上部、⑤第10窟前室束壁第 1府中央、⑥第llA窟明窓束壁、⑦第12窟前室上層東北

隅、⑧第19A衛門口西壁北、⑨第34窟西壁、⑬第35痛南壁上層束、⑪第39窟南壁中層

⑫第18窟南壁主尊左手揖指内側
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12例のうち、⑤第10窟前室に見られる作例のみ、ガンダーラ、スワート、ナガラハーラ地方

に見られる説話図としての性格の強い燃燈仏授記図といえる。その他の11例は、すべてカーピ
@ 

シ一地方の影響がみられる造形となっている。①第 5結明窓束壁北の作例を例に出せば、他の

人物より一際大きく表された燃燈仏は正面を向き、その向かつて左側には事を持つメーガが配

され、燃燈仏の左足下には布髪するメーガが置かれる。それらのメーガは燃燈仏を表すモチー

フのようであり、細かな人物の動作表現を除けば、カーピシ一地方と同様に燃燈仏の礼拝像的
@ 

構図をとる。このように、カーピシ一地方から装闘石筒への図像様式の伝播は明らかであるが、

その中でも、⑦第12窟前室に描かれる燃燈仏授記図には、法j議部所伝JrQg分律』の影響が窺え

る表現が存在する。

雲闘中期 (A.D.5世紀後半)に造営された第12窟の前室束壁第四府北側(図 6)には、最下

段中央に釈迦仏、多宝仏による二仏並坐の像が描かれ、中段中央には交脚弥勅像、その両隣に

は半捌鉄坐菩薩像がそれぞれ描かれる。そして、上段向かつて右側に降魔成道図が描かれ、そ

の向かつて左隣に燃燈仏授記図が配される。 12窟の全体の構成について、李 [2000] は、先に

挙げた釈迦坐像、弥勅苦手薩坐像と同様に、燃燈仏、釈迦仏、弥勅苔薩による三世仏の表現とみ
@ 

て、以下のように『妙法蓮華経』の影響が窺えるとする。

『妙法蓮華経』巻ー「序品」によれば、過去仏である日月燈明仏の忠、子が、釈迦仏の前生

である妙光菩薩によって教化され、成仏して過去仏の燃焼仏(すなわち定光仏)となった。

妙光菩薩の八百弟子の一人である求名は弥勅で、やはり妙光菩薩の教化によって将米成仏

することが説かれている。つまり、この教典では釈迦の前生である妙光菩薩によって多く

の菩薩が授記され、過去・現在・未来の諸仏に継承されることが強調されている。このこ
@ 

とは雲岡石窟第12窟束壁の三世仏の組合わせによく合致する。

第12窟の燃燈仏授記図(図 6)をみると、燃燈仏を一際大きく表し、その布髪の場面は、挙

身光を持つ燃燈仏の左足下に小さく、右膝をつき合掌した姿で表される。布髪の場面の上方に

は華を持つメーガ、つまり散華の場面が見られる。そして、本論で注目するのはその散華の場

面でメーガの持つ事の表現で、 1つの茎から 5つの華が生じるという特殊な形態をとる。これ

は『四分律』の以下の記述と対応することが、既に李により指摘されている(李 [2000]: p.29)。

池中有七藍蓮花。五花共一室…復有二花。共一望。

(T22， No.l428， p. 784 cl5-17) 

このことから、 12窟全体の構成としては q:去華経」の思想が影響したものとはいえ、燃燈仏

授記図は、ガンダーラ文化閤のなかでもカーピシ一地方の作例と近しい表現をみせており、さ
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らに、 r四分律』の内容と対応する散華の図像をとっ

ているということになる。

中国では燃燈仏授記を図像化する際、釈迦仏、弥靭J

菩薩をともに描くことは先述した通りだが、この三世

仏を描く表現はカーピシ一地方にも見られることは指
@ 

摘しておかなければならない。

本論第 1章第 3節でも取り上げて検討した、カーピ

シ一地方ショトラク出土の作例No.27では、中央に燃燈

仏を配し、その右脇侍として、燃燈仏により授記され

たメーガが、将来世において釈迦菩薩となった姿が描

かれる。そして台座には、両隣にそれぞれ男女の供養

者を配する弥勅菩薩坐像が描かれ、全体として、三世

仏を意図した作例といえる。さらに、同じくショトラ

ク出土の作例No.28は、中央に大きく釈迦仏を表し、そ

図6.燃燈仏授記雲|荷石窟第12窟

前室束壁第四府北側上段左側

の右脇侍として、燃燈仏が配されていたことが、布髪するメーガの姿によって比定される。左

脇侍は欠損しているが、おそらく弥勅菩薩が描かれていたのであろう。

このように、中国でみられる燃燈仏、釈迦仏、弥勤菩薩による三世仏の組み合わせは、カー

ピシ一地方の表現の系統に属するものと考えられる。カーピシ一地方にみられるこの三世仏の

表現が、中国での造像の背景に指摘される「法華経」の忠、想に速なるものかは定かではないが、

中国で燃燈仏授記が造形化された背景には、弥勅信仰も影響していたことは確かである。

本章での検討結果をまとめると以下のようになる。カーピシ一地方の図像的特徴を精査し、

文献と照合したところ、カーピシ一地方独特の散華された下向きの花弁の表現は、法蔵部所伝

r四分律』、 r仏本行集経』の記述と対応することが指摘できる。さらにカーピシ一地方の作例

を図像学的に踏襲したことが指摘されている中国の雲筒石窟の作例において、なかでも第12腐

の燃焼仏授記図に、やはり r四分律』を典拠とするメーガの持つ華の表現が確認された。カー

ピシ一地方では散華の華の図像に r四分律』、 r仏本行集経』との関連性がみいだされたが、雲

闘の作例にはこの散華された撃の図像は見られず、ここで新たに生み出されたメーガが持つ事

の表現が r四分律』の内容と対応したものとなっている。この点、部派の伝えた文献伝承ある

いは口頭伝承が雲向石窟の図像に影響.したものとも考えられる。

しかしながら本論での検討によって、少なくともカーピシ一地方および中国初期の作例に法

蔵部所伝の文献との対応関係の影響が大きいことが指摘できる。

以上、本章では、(1)パキスタン北部で人気を博した燃燈仏授記図が、カーピシ一地方で礼拝
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{象的な性格を帯びる背景に、法成部所伝文献の影響があること、 (2)カービシーの構図に影響・を

受けたとみられる中国・裳闘石腐の作例にも法蔵部所伝文献を典拠とする新たな表現が見られ

る点から、カーピシーから裳尚へ、図像と共に法j続部の経説も伝播した可能性があること、の

2点を論証した。法蔵部所伝文献中の同説話の婦人筒所を配慮すれば、同説話が在家信者にと

ってとりわけ重要視されたことは明らかである。法j議音I~に対し商人階級の人々が寄進を行って
@ 

いた事実も確認できることから、燃燈仏授記図の説話と「二帰依の商人」説話が結びついた背

景や流布には商人階級の積極的な介入も考慮に入れるべきであろう。

4.おわりに

本論により明らかとなったことをまとめると以下の通りである。

現パキスタンに位置するガンダーラ地方では、燃燈仏授記図は諸文献にみられるように、

「仏伝の始まり」として認識され、制作されていたことが現存例により明らかである。一方、

ナガラハーラ地方を経由し、カーピシ一地方で受容される頃には、法蔵部所伝文献である『四

分律』、 F仏本行集経』では、在家信者と本説話が密接に関連付けられるように、在家信者によ

る燃燈仏に対する信仰を続わせる礼拝像的図像様式へと変貌を遂げている。当地方での燃燈仏

への信仰は、『四分律」に説かれる「仏の髪、爪を供養するものは必ず無上道を成ずる」とい

う思想的背景からも読み解くことができる。ガンダーラ地方からカーピシ一地方への伝播に、

法蔵部が関係していることは、カーピシ一地方出土の諸作例の形式および図像的特徴が法蔵部

所伝文献と関連性を有することや、既にカーピシ一地方との図像の共通性が指摘されている中

国・雲尚石窟の諸作例のうち第12慌の燃燈仏授記図が、『四分律』所収の本説話を典拠とする

華の表現を有していることにより論証される。さらに中国初期の作例では、釈迦が燃熔仏に授

記されたように、自らも造像という功徳を積むことで、功徳を得たいという銘文が刻まれてい

る。三世仏の信仰と共に、このような燃燈仏に対する信仰も、既にカーピシ一地方で存在して

いた蓋然性が高い。さらにこうした在家信者と関連する信仰を支えたのは、法蔵部所伝文献で

燃燈仏授記と関連付けられている商人府ではなかろうか。

以上の結論は、決して法蔵部のクシャン朝下のガンダーラ文化問での優位性を語るものでは

ない。むしろ、有部教団がクシャン靭lにより庇識を受けていたことは明白である。本論では、

ガンダーラ文化問での燃燈仏授記図とアショーカ施土図との関連性および、その組み合わせの

中国・雲!詞石窟への展開については言及しなかった。燃燈仏授記説話とアショーカ施土説話を

ともに所収する文献は有部所伝である Divyavadanaであり、有部教団の影響も視野に入れて

考察を行う必要があるが、この問題は別稿に譲ることにしたい。
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[表2】ガンダーラ文化園出土燃燈仏授記図一覧表

:N証11， l出品地 .~定締f~J~山iÐj)! 4法盤 '材型1
4舟刷所

一-".AO 

出品l

一ー

1 サーリ・パロール 不明 H.70-80 片岩 ベシャワール博物館 宮治昭氏撒影

2 シクリ 2-31止紀 H.33 W.35 片岩 ラホール博物館 栗田[2003a]: p.21.図 7. 

3 シクリ 不明 不詳 片岩 ラホール博物館 安田[1984]: p.75.図11.

4 シクリ 2-3世紀 H.34 W.20 片岩 カラチ国立博物館 樋口編[1984]: p.57. II -13. 

3 ジャマール・7!リー 2-3世紀 不詳 片岩 コルカタ・インド博物館 打本和音氏撮影

6 ジャマール・ガリー 2-3世紀 H.17 W.46.7 jT岩 大英博物館 大英博物館 HP

7 タフティ・パ}ーイ 不明 H.21.5 W.39 片岩 個人蔵 栗田[2003a]: p.18.図2.

8 タフティ・ノ〈ーイ 不明 不詳 片岩 ベシャワール博物館 安田[1984]: p.67.図 1. 

9 タフテ 4 ・パ-1 2-3世紀 H.22 W.53.4 片岩 大英博物館 大英博物館 HP

10 ラニガト 不明 H.16 W.19 片岩 ラホール博物館
西川編[2011]: p.154. 

Plate120・2.

11 スワピ 不明 H.15 W.26 片岩 個人蔵 栗田[2003aJ: p.19.図 4. 

12 チャルサダ 不明 H.18 W.43 片岩 個人蔵 栗田[2003a]: p.25.図16.

13 ナートゥ 不明 不詳 片岩 ラホール博物館 安田[1984J: p.73.図 8.

14 プトカラ I
l世紀後半一

H.44 W.57 片岩 スワート博物館
D. Faccenna [1963] : 

2世紀 PI.XLIIl. 

15 プトカラ I
1世紀後半ー

H.34 W.39 片岩 スワート博物館
D. Faccenna [1963J : 

2世紀 PI.XXXI. 

16 フ.トカラ I
1世紀後半ー

H.23.5 W.26 片岩 スワート博物館
D. Faccenna[1963J : 

2世紀 Pl. XXX III. 

17 フ.トカラ I
1世紀後半ー H.32.5 

片岩 スワート博物館
D. Faccenna[1963] : 

2世紀 W.21.5 PI.XXXIV. 

18 フ.トカラ I
I世紀後半ー

H.33.5 W.26 片岩 スワート博物館
D. Faccenna[1963] : 

21世紀 Pl.LXXVl. 

19 プトカラ I 不明 H.24 W.25 片岩 スワート博物館
D. Faccenna [1964J : 

PI.CDVI. 
20 パーンル 不明 不明 片岩 スワート博物館 宮治昭氏撮影

21 スワート近郊 2-3世紀
H.22.2 

片岩 メトロポリタン美術館 メトロポリタン美術館 HP
W.21.3 

22 スワート近郊 不明 H.l6 W.65 片岩 例入蔵 栗田[2003a]: p.25.図18.

23 スワート近郊 1-2世紀
H.49.2 

片岩 大英博物館 大英博物館 HP
W.68.3 

24 ハッダ 不明 H.39 W.31 片岩 カーブル博物館
モタメディ [1978]: p.25. 

口絵 4.

25 ハッダ 不明 H.22 W.39 片岩 カーブル博物館
モタメディ [1978]: p.25. 

口絵 6.

26 カーブル近郊 不明 H.40.5 W.40 片岩 コルカタ・インド博物館 宮治昭氏撒影

27 ショトラク 不明 H.83.5 片岩 カーブル博物館
モタメディ [1978]: p.28. 

口絵7.

28 ショトラク 不明 H.56.8 片岩 カーブル博物館 安田[1984]: p.71.図 7.

29 ショトラク 不明 H.40.5 片岩 カーブル博物館
モタメディ [1978]: p.30. 

挿図 4.

30 ショトラク 不明 H.47.7 片岩 カーブル博物館
モタメディ [1978]: p.32. 

持図 5.

31 ショトラク 不明 H.29 片岩 カーブル博物館
モタメディ [1978]: p.32. 

挿図 6.

32 ショトラク 3-5世紀 H.26 W.14 片岩 ギメ国立東洋美術館
東京国立博物館編[1996]: 

p132.図録番号139.

33 カーピシー近郊 3-5世紀 H.69.3 片岩 ミホ・ミュージアム ミホ・ミュージアム HP20
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34 
パーパー・ワ 1)

3-5世紀 H.41 W.25 n-約
アフガースタン国立

む'JI:[2012J: J_J絵7-1.
(メセ・アイナク遺跡郎) 博物館

35 ハム・ザルガール 不明 1-1.19 J1'岩
グルパハール紡績工場 モタメディ [1978J: p.33. 

陳列宝j謹 抑i2{18.

36 ハム・ザルガール 不明 1-1.22.5 片岩
グルパハール紡鍛工場 モタメディ [1978J: p.34. 

陳列宝蔵 抑留19.

37 ハム・ザルガール 不明 H.21.5 片岩
グルパハール紡縦仁場 モタメディ [1978]: p.35. 

陳列宝蔵 神位110.

38 ブネール近郊 不明 H.29 片岩 個人蔵 栗田[2003a]: p.19.図 5

39 ディール近郊 不IIJI H.103 片岩 個人蔵 栗田[2003aJ: p.22.凶11.

40 不詳 不明 H80.6 片岩
WilIard Clark 

栗悶[2003a]: p.17.図1.
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挿図 3.

49 不詳 2 -3"fU:紀 H.60 W.38 11L4山I フホール博物館 栗田[2003J: p.21.図 8.
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図録番号101.
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ヴィクトリア&アルパー

安lJl[1984] : p.75.凶12.
ト博物館

59 不詳 不明 不;1下 g.粁 コルカタ・インド博物館 安田[1984J: p.7.図 3.

60 不詳 3-4tlt紀
H.37.9 

ji-zf 臼林寺(福岡)
龍谷ミュージアム編

W.35.8 [2011J : p.78. 

1世紀後半・ 平山 /i~犬シルクロード
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61 不詳
21ft紀

H.42.8 W.33 )Ijを;
美術飴

館編[2009J: p48.図鈷番

号36.

平山郁夫シルクロード
平111郁夫シルクロード美術

62 不詳 2 -3 ift*己 H.8.3 J1-岩
美術館

館編[2009J: p.49.闘鈷需

号38.

63 不詳 不明 不詳 };-岩 ラホール博物館 'iIJ;治昭氏撮影

64 不詳 不明 H.22 片岩 不明 Le Coq， [1922J : Tafe123b. 

65 スワート地方 不明 H.122 片岩 個人減 張問[2003a]: p.22，図10.

66 タルベラ 不1111 H.l32 片岩 松l尚美術館 張問旦003aJ_:・Q.21.凶 8.
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Malzavastuの名称に統一する。

④ Dipa111karaは燃燈仏の他に、定光仏、錠光如来、普光仏、燈光仏などと怠択され、題想、掲羅悌

と音訳される。日本では従来、燃燈仏という名称が一般化し}甘いられるが、初期のi英訳文献には

定光(錠光)仏という名称が多くみられ、さらに中国の北雑時代の銘文にも定光仏という名が刻

まれている。

⑤ No.12. 23， 47， 48， 53， 56. 

⑥ D. Faccenna [1974J 

⑦ No.14-No.19. 

⑧ w. Simpson [1879-1880Jは、 r大慈恩寺三蔵法師伝』に伝承される燃燈仏授記の本生処に従い、

アヒンポシュ <Ahin Posh>を発掘した (Simpson[1879-1880J : pp. 37-64) 0 A. Foucher 

[1942J は、この仏搭祉を本~J:処であるとみなしている (Foucher [1942J : pp. 152-153)。しかし、

水野 [1970Jはジャラーラーバード付近の仏践を調査し、アヒンポシュの仏熔祉は「大きな搭

(底部径24m)に属するが、 300尺まで達するかどうか疑わしい。また布髪供養のように泥水を問

題とするときは、台地の上のアヒンボシュより、タパ・ホアジャ・ラホリー <TapaKhwaja La. 

horee>のようにカーブル河岸の低地の方が伝説の地としてふさわしいJ (水野 [1970J: p.59) 

とする。このように、本生処がジャラーラーバード付近であったことは一致しているが、明確な

位置までは特定されていない。

⑨ 他に、 r大府大慈思寺三蔵法自ilif:云』に本生処としての記述があり、 r~各防伽滋記』には司IS端城に

関する記述が見られる。「従此南二十除里、下嶺i膏河至郡掲経喝図。大城東南二11!.有家堵ii皮。 231三

百除尺、無愛王所造。是鰐迦脊藤於第二{関紙過然燈骨I~、敷鹿皮衣、及布髪掩泥得受記慮。(中略)

傍有老僧偽法師説建搭因縁。法師問目、菩薩布髪之i時(中略)次西南十鈴旦有翠堵ii皮。是骨I~質事

慮。(中略)又聞燈光城西南二十除虫有盟i皮縫施王所住之窟。J r大府大慈思寺三j底法師伝J (T50. 

No.2053， p.229b10-c11)o r那掲城中有働牙脅I~髪。並作賀函盛之、判タ供養。 J r洛陽伽藍記J (T51， 

No.2092， p. 1021c24-c25)。

⑬ No.24 ， No.25. 

⑪ No.26 -No.37. 

⑫ カーピシ一地方の閃像では、燃燈仏授記図に限らず、双神変像にも焔肩の表現が見られるなど、

焔肩仏が多数出土している。焔肩の表現は、イラン系遊牧民が元々信仰していたゾロアスター教

に府来するもので、クシャン朝発行のコインには、焔肩を持つ王族の姿が見られる。焔肩につい

ての詳細は、井上 [1999J、宮治 [2010J: pp. 74-91、村上 [2012]を参照。

⑬ 宮治 [2010]によれば、燃焼仏の上方に捕かれるメーガは、しばしば帝釈天と一対として捕か

れる党天のイメージが重ねられており、礼拝像としての性格を強めるだけではなく、 r修行本起

経』などに説かれように、メーガが幾つかの来世において帝釈天、党天王として再生することを

暗示しているとする(宮治 [2010J: p.95)。
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⑬ 回賀は、燃燈仏自身の仏伝から、メーガへの授記までを含めて燃燈仏物語としている(悶賀

[1974J : p.133-141)。

⑬ 田賀 [1974]: pp. 129-133. 

⑬ 文献の配列は、パーリ語文献、サンスクリット語文献、漢訳文献(訳出年代順)となっている。

⑫ 赤沼 [1925]: pp.320-321. 

⑬ 天野 [2012a]: p. 924. 

⑬ NHK編 [1998]: pp.63-68、詳細は脚注44を参照。

@ 静谷 [1978]: p. 191-193. 

@塚本 [1996]: p.967. 

@ Know (ed.) [1929J : p. 113 f.， no.45. 

@ LUders [1973] : pp. 407-410. 

@ 静谷 [1989J: p. 192. 

③法密部は法蔵部 (Skt.Dharmaguptaka)の異訳。

⑮ カーピシ一地方の仏教彫刻の編年問題は未だ明確な答えは出ておらず、 2-3世紀説 (Meunie

[1942] ;悶辺 [1972J)、 3-41世紀説 (Hackin[1925] : Rowland [1953J)、 4-5世紀説(宮治

[1985] ;福山 [2009])などの説がある。

@外薗 [1983]: pp. 60-61の仏伝経典内容梗概比較表を一部改変し、仏伝文献における燃燈仏授

記説話の挿入箇所の表とした。

@ r仏本行経』では釈迦のヴァイシャーリー訪問後に挿入される。

⑮ 成道後間もなくの説話のため、通常僧団は存在せず、三宝の中の仏、法の二宝に帰依するため

二帰依であるが、 r中本起経』、 r太子瑞応本起経ふ r修行本起経』などでは僧団の成立を想定して

か、三宝に帰依するという記述のみられる説話も存在する(定方 [2001]: p.77参照)。

@ 他に「二帰依の商人」説話を有する文献は、 Mahavav偲 fIa、r五分律』、 Nidanakatha、r修行本

起経』、 r中本起経』、 r太子瑞応本起経』、 r普曜経』、 Mahavas如、 Lalitavistra、『方広大荘厳経』、

r過去現在因果経』などが挙げられる。

@ r即於菩提樹下結加扶坐、七日不動、受解脱集。(中略)於七日中未有所食。時有二買客兄弟二

人、一名瓜、二名優波離。特五百乗車、載財賀、去菩提樹不遠而過。時樹神篤信於悌。曾典此二

賀客奮知識。欲令彼得度、問l往至買人所語言、汝等知不、樺迦文悌加来等正覚、於七日中具足諸

法、於七日中未有所食。汝等可以蜜楚奉献如来。令汝等、長夜得利普安隠快集。爾時兄弟二人、

問樹神語巳歓喜、即持蜜楚往詣道樹、蓮見如来、顔貌殊異、諸根寂定最上調伏。知被調象、無有

卒暴。知*澄静無有盛職。見巳護歓喜心。於如来所前至仰所頭面耀足在一面立。時二人白世尊言。

今奉献蜜楚慈感納受時世尊復作如是念。今此二人奉献蜜楚。常以何器受之。復作是言過去諸悌如

来至民等正覚。以何物受食諸悌世尊。不以手受食也。時四天王立在左右、知備ji~往至四方、各

各人取一石鉢奉上世尊。白言、頗以此鉢、受彼買人楚蛮。時世尊慈怒故即受四天王鉢、令合鵠一、

受彼買人楚蜜。受彼買人楚蜜巳。以此勤職。耐開化之。即呪願言。所協布施者。必獲其利義。若

偽鎖故施後必得安柴。汝等質人今可蹄依悌錯依法。即受悌教言大徳、我今蹄依悌蹄依法。是矯優

婆塞中最初受二蹄依。是賀客兄弟二人偽首。時二買人白備言、我今従此欲還本生産。若至彼間賞

云何作福、何所謹敬供養。時世尊知彼至意、即典髪爪語言、汝等持此往彼作福組敬供養。時買人

雄得髭爪、不能至心供養言、此髪爪世人所賎除棄之法。云何世尊持典我等供養。時世尊知良人心

中所念、即語買人言、汝等英於如来髪爪所生毛髪許悌慢心。亦:英言世人所践。云何加来使我供養。

[ここに髪爪の供養と功徳を説くため、種々の神々が仏の髪爪を供養してきたこと、さらに燃燈仏

授記説話が挿入される。]賀入賞知、串菩薩道、能供養爪髪者必成無上道。以{弟眼観天下。無不入
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無鈴i里築界而般j里禁。況復無欲無眠悲無擬。施中第一、掲福最尊。受取中第一、而無報聴也。爾

時買人兄弟二人、問l従座起従道而去。Jr二帰依の前j人J ru日分律』巻第三十一・受戒挺度 (T22，

Nn1428， pp. 781c12-785c27) 

@ カーピシ一地方と雲尚石腐との閑述性については、安田 [1981]:李 [2000]:打本 [2014]な

どを参照。

@ 図版は李 [1988]: p.45， 47を参照。

@ 皇興五年 (A.D.471)に制作された隙西省興平県出土の交脚弥靭J菩薩像に関して李 [2000]は、

仏像全体は三世仏を意図した構成であり、『太子瑞応本起経』巻上に基づいて彫刻されたとする。

さらに、来象入胎の場面には象が円盤形内に彫られた表現がみられ、それはガンダーラの伝統を

継承しているが、者:薩が象に乗る表現はガンダーラにはみられず、中国で創始されたとする。以

上のことから、多少の西方影響がみられるが、全体的にはほとんど中原で文献に基づいて造形化

されたものであると比定する(李 [2000]: pp.25-27 :図版は p.43図 1、2を参照)。

@ rt背信士京(字欠け)芳根植於述著英賢(字欠け)、故能信悟。(中略)造像ー掘。(中略)雌鐘

(字欠け)男女大小、内外親族、諸(字欠け)、浦知識、 ~Itr期妙境、共税龍奇書初昭、願在先会。(中

略)乗六神通、陪心任適J (李 [2000]: p. 38，註⑪)。

@ 李 [2000]によれば、中国における燃燈仏授記図は 3つの表現に大別ができる。(1)北鈍中期の

中原地方で成立した表現、 (2)北貌中期の西方影響をもとにした表現、 (3)北貌晩期以降の中原地方

で発展した表現。その中で雲闘石窟第12窟の作例は(2)に分類され、 (2)の特徴として李は、「ガンダ

ーラ・アフガニスタンの西方影響が顕著に見られ、当時の都である雲尚石窟のある平城は、両方

と密接な文化交流があったことが想像される。」とする(李 [2000]: pp.27-30)。

@ 長成 [1990]によれば、雲尚石腐のそれぞれの石痛の推定年代について、第 I窟から第20痛ま

での大窟の造営は460年頃に始まり、 494年頃に終結したと考えられるとし、この期間の石窟を様

式史的に区分すると、第16窟から第20諸窟は初期、第 1窟から第 3窟、第 5窟から第13諸窟はす

べて中期と推定する。中期造営の石窟の時代順は、第 7・8双窟に第 9・10双簡が統き、第11か

ら13諸窟は錯綜しているためはっきりした年代は特定できないが、それに統き第 1・2双窟、第

5・6双窟、第 3窟と続くとする(雲岡石結文物保管所編 [1990]: pp. 197-214)。この年代論に

基づけば、雲同石窟において段も初期にあたる燃燈仏授記図は第18、19窟の作例であり、続いて

第 7街となるが、第 7窟の図は磨滅が激しく判別が闘難である。

⑧①~⑪は安田 [1981]により報告され(安田口981]: pp. 36-37)、⑫は小森 [2001]により燃

燈仏授記凶であると比定されている(小森 [2001]: pp. 375-396)。さらに小森 [2001]は、第18

痛の主尊自体も燃燈仏であると比定するが、これには盛合指IS仏説(松本 [1937]: pp. 291-315. : 

常 磐 [1939]: p. 17. :吉村 [1959]: [1999])、釈迦仏説(長腐 [1955]: p. 39. : Howard 

[1986] :宮治 [1992]: pp. 330-331. :佐藤 [1998]pp.134-154.) と諸説あることから本論では取

り扱わない。

@ 安田 [1981J: p. 40，図13参照。

⑩ 安田 [1981]: p. 40-42 :李 [2000]: p.29. 

⑪ 「過去無;位無法不可思議阿僧紙劫、爾時有悌脱日月燈明如来。(中略)次復有制I~亦名目月燈明、

如是二高悌皆同一字、税日月燈明。(中略)其最後利I~未出家時有八王子、(中略)各領四天下。是

諸王子関父出家、得阿梼多羅三貌三菩提、悉捨五位亦随m家、稜大乗怠。(中略)時有菩磁名目妙

光。有八百弟子。(中略)。悌減度後、妙光普議持妙法蓮華経、揃八十小劫1.~人演説。日月燈明悌

八子皆師妙光、(中略)皆成官I~道。其最後成俳，者、名目燃燈。八百弟子中有一人脱臼求名、(中略)

以種諸普根因縁故、得fu直無量:百千部億，i者側、供養恭敬、尊重讃歎。欄判官知、商i時妙光33J薩111.異
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人乎、我身是也。求名菩薩汝身是也。J r妙法蓮華経』巻ー・序品 (T9，No.262 ， pp.3cl8-4b14)。

@李 [2000]: p. 29. 

@ 李は、ショトラク出土、雲閥石窟第12窟の作例ともに三世仏を意図した造形であることを指摘

しており、ショトラク出土の作例では、 r[!g分律』巻三十一において、党志弥却摩納が弥勅菩薩の

前生である珍宝仙人の弟子として登場していることを挙げ、経典自身も仏陀の系識を重視してい

るとし、雲閥石窟第12痛の作例でも、三世仏の表現がみられ、さらに釈迦多宝仏は r妙法蓮華経』

による大乗仏教の象徴的表現であり、この三世仏の表現は大乗仏法が過去から未来へ諸仏によっ

て継取されることを意味するという(李 [2000]: pp.28-30)。

@ クシャン朝時代に制作されたとみられる、現在マトゥラ一博物館に所蔵される菩龍坐像の台座

には法蔵部の名を挙げる寄進銘文が刻まれている(菩磁坐像(一部)台座:寄進銘文マトゥラー

出土 A.D.2世紀中葉マトゥラ一博物館所蔵)。

[Text (Skt. &Pkt.)] [Sa 10]7 v[a 4 di]. etasa purvaya Dharm[a]k[a]sa soval)ik[a]sa kUtu-

biniye upasika N [a] gapiya bodhisva (sa) tva pratithapeti svakaya cet[i]ーyakat[i]y[a]acar-

yana Dharmagutakana pratigrahe.44 [和訳](カニシカ紀元)17年、雨季の第 4月×日、この時、

金細工師 Dharmakaの妻 Nagapiya優婆夷により、自分の制多堂において、法蔵部の諸師の所領

として、菩龍(の{象)が造立された (Luders[1961] : Folge; Nr. 47， p. 187， H50)。静谷

[1978]はこの銘文からみて r(紀元後2世紀中葉)法蔵部は土着の商工業者の熱心な支持をうけ

た。信者たちは法蔵部の寺院の境内に「自分の」と呼ぷ小嗣堂をもった。したがってしばしば寺

を訪れて礼拝開法したであろう。」とする(静谷 [1978]: p. 189)。

さらにパーミヤーン出土の陶製査に記された銘文に寄進者として商人、その所領者として法蔵部

の軌範師の名がみられる。(陶製査:銘文 パーミヤーン出土)

[Text(Skt.)] Mahadanapatisya Mangalasya vai -pasya+ Ca -ntasya+ Ca -guptsya+ 

sarpghe caturdise Mahasenaral)ye acaηryanarp Dharmguptakanarp parigrahe danamukhe 

[和訳](これは)Mangalaの大施主、 vaisyaの商人 Ca..taのCa(ndra)思lptaの四方僧伽にお

いて、 Mahasenaの〔僧〕聞における Dharmaguptaka(法蔵部)の軌範師たちの所領としての

寄進である(静谷 [1978]: p. 191)。前述した法蔵部所伝文献の二帰依の商人中に挿入される燃

燈仏授記説話同様、これらの寄進銘文から法蔵部と在家信者、特に商工人との繋がりが指摘され

る。またはアフガニスタン(ハッダ)より出土した、大英図書館所蔵のカローシュティ一文字で

舎かれた、現在最古の仏教写本は、法蔵部への寄進と銘のある査に納められていたことから、法

蔵部の影響が、この地域へ及んでいだことが指摘される。詳細は NHK編 [1998]: pp.63-68参

照。


